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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，消費電力が低くなるように設計された，モノリシック能動艮Cフィルタの高周波特性を改善する方

法について述べている。

　まず，従来の積分器の，高周波特性，消費電力，そして製造コストの問題について議論している。そして，シ

ングルエンド形トランスコンダクタの高周波特性を改善する方法について述べている。Wils㎝形電流源回路，

あるいは異極性ダーリントン回路を用いることにより，容量接地形積分器の高周波特性を，ある程度改善するこ

とができる。次に，2入力形ミラー積分器という，新しい積分器の構成法を提案している。提案される積分器は，

高いCMRRを実現するために，ラテラル形PNPトランジスタが使用されているが，その遷移周波数よりもはる

かに高い帯域においても優れた特性を示す。また，この積分器は低電源電圧動作可能で，その消費電流も低い。

さらに，積分器のユニティゲイン周波数に比例した零周波数を実現できるという，新しい位相補償法を提案して

いる。最後に，シミュレーション結果を示し，解析結果，及び提案する手法の有効性を確認している。2入力形

ミラー積分器を用いて構成されたフィルタは電源電圧2Vで動作し，その遮断周波数は50M盈、に達することが

示された。

審　　査　　の　　要　　旨

　2入力形ミラー積分器の新しい基本動作原理を示した成果は大きい。提案した回路実現法によって構成された

積分器の特性は，ラテラル形PNPトランジスタの影響をほとんど受けず，その消費電力は従来の回路と比べて，

非常に低くなっている。従って，提案する手法は，低消費電力高周波フイルタの実現に有効であるという点で，

高く評価できる。また，新しい位相補償法については，十分な新規性と有効性が認められる。さらに，従来の積

分器の高周波特性と消費電力について議論し，その問題点を明確にした点，及び高周波特性を改善する方法を示

した点も評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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